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富士山頂および太郎坊におけるエアロゾル粒子の観測
Observation of aerosol particles at the summit and a base of Mt. Fuji
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エアロゾル粒子の気候への影響として、雲の放射特性を変える間接効果がある。基礎生産性の高い海域から放出され
る生物起源気体は、海洋エアロゾル粒子の重要な起源である。粒子数が増加することにより、雲は大気の負の放射強制
力を増し、温暖化を抑制するという仮説 (Charlson et al., 1987)が提唱されている。しかし、大気境界層には海塩粒子が存
在するので新粒子生成は起こりにくく，海面付近でナノ粒子の増加を観測した例は少ない。そして、それらも自由対流
圏で生成したものが高気圧下で沈降したものであろうと考えられている（Covert et al., 1996）。富士山山頂は年間を通し
て自由対流圏に位置することが多い。そこで、新粒子生成のメカニズムを調べるために、2006年から 2010年まで夏季
だけではあるが、山頂においてサブミクロン粒子の粒径分布を測定した。また、大気境界層内エアロゾルの山頂への影
響を調べるために山麓において、同時に測定した。さらに、エアマスのトレーサーとして、ラドン、オゾン、一酸化炭
素濃度を測定した。

2010年は、富士山頂 (3776m)と太郎坊 (1300m)において 7月 17日～8月 25日に連続観測を行った。外気を拡散ドラ
イヤーで 20%以下に乾燥させ、走査型移動度分析器 (SMPS)と光散乱式粒子計数器 (OPC KR12)を用いて 4.4～5000nm
にわたる粒径分布を測定した。ラドンは、フィルターに捕集したエアロゾルから放射するα線を計数し、放射平衡を仮
定して求めた。一酸化炭素，オゾンはそれぞれ、Thermo Environment Model 48C, 49Cを用いて測定した。SMPSで測定
した粒径分布をを見ると、ほぼ毎日直径 10nm以下の粒子が高濃度となるイベントが観測された。3時間以上継続するイ
ベントは日中 2回、夜間 11回の計 13回観測された。2006年からだと、夏期 134日間の測定中、日中 26回、夜間 56回
の計 81回観測されたことになる。また、このイベントは日中より夜間に多かった。そのほとんどが太郎坊では観測され
なかったことから、下層から輸送されたものではないと思われる。化学天気予報図の硫酸塩の飛来予測、天気図、地上
風向をもとにエアマスの起源を推定すると、大陸起源が 2回、海洋起源が 5回、日本近傍が 6回と推定された。イベン
ト前の粒子数濃度は、海洋起源の方が低かった。海洋生物起源の新粒子生成の明らかな証拠はみられなかったが、海洋
起源のときに、イベント前の粒子数濃度が低く、継続時間も長いことから、その可能性が示された。
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